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いう側面からとらえようとした｡ イネ黄化めばえ shootの酸溶性 リン酸分画をさらに無機リン酸, 』7P,
stablePの各分画に分けて定量し, 発芽の進行にともなうこれら各分画の消長をしらべ, 他方 shootの
生量 ･乾量増加の追跡より得た生長曲線と比較した｡ その結果, 急速な生長期において乾量当 りお よび
生量当りの stableP量が低下してゆくにもかかわらず A7P量は低いがある一定のレベルを保持 す る
















た場合, 処理期間中, いちじるしく抑制される｡ 処理解除後生量増加速度は回復するが, 生量に関して好





ある一定の Qo2倍を示し, この値は上昇をつづげ, 3時間後には最大値に達し, さらに4時間はこの レ
ベルが維持される. なおこの上昇は微生物のコンタミネ- ションによるものではなく植物組織白身の呼吸
の上昇によるものであることがいくつかの手段によって確認された｡


















る増大という共通の傾向を示すが, 酸素の有無に対する応答の度合は呼吸の場合がきわだって鋭 敏 で あ
り, 呼吸系はそれ自身が酸素と反応するのみならずそのレベルの変化が酸素にきわめて鋭敏な制御機構の
もとにおかれているものと推論した｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
申請論文の第 1部は, イネめばえを用いてめはえの生長をエネルギー代謝的な側面からとらえようとし
たものであり, とくにエネルギー代謝と関係深いリン酸化合物分画である 』7P 分画を中心に酸溶性 リン
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酸各分画についてし定量し, 発芽期におけるこれら各分画の量的な変動とめばえの生長との関係について
しらべた｡ 生長過程の合成反応におけるエれ レギ- 利用速度に関する問題はなお将来に残されているが,
shootの乾量当りおよび生量当りの stablePが減少してゆくにもかかわらず, 』7P が発芽期を通じて
ある一定の レベルを維持すること, 発芽のある時期において shootの生長速度が shoot当りの 』7P
量に比例することなど重要な知見を得た｡ これらぼ生長現象解析への エネルギー供給面からの ひとつの
アプローチとして注目に値する.
第 2 部は, 高等植物のなかで条件的嫌気性であるイネめばえを用いて嫌気処理によるその乾量減少パタ
ーンの変化をエネルギー代謝パターンの変動としてとらえようとしたものであり, この着想は興味深い｡




スキーム (処理期間中の炭水化物の分解促進, 発酵生産物の蓄積, とこれにつ ぐ処理解除後の発酵生産物
の優先的酸化) を提案した｡ このスキームの当否は今後の多角的な証明にまたねばならないが, このスキ
ームはここに得られた乾量減少パターンを矛盾なく明快に説明している｡
第3部は, 嫌気 ･好気両条件変換における呼吸レベルの変化を主題としたものである｡ 嫌気 ･好気条件








こと ;蛋白質含量の変化, 生量増加なども酸素の有無に対して呼吸の場合と似た変化を示すが, 呼吸の場
合はこれらと比較すればきわだって鋭敏な応答であることなど一連の重要な知見を得た｡
本研究は高等植物の発育過程における環境要因の変化に対する植物体の適応現象の研究分野においてユ
ニークなものであり, この分野へ貢献するところがすくなくない｡ よって, 本論文は理学博士の学位論文
として価値があるものと認める｡
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